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■Agile な開発におけるテスト 

Agile、Scrum といった軽量な開発⼿法を採⽤する企業はますます増えています。 

そんな中で、テストはどうすれば良いかという話になると、 

・テストは⾃動化して、テストに⼯数をかけないようにする︕ 

・開発のスピード感に追いつくには、テスト設計なんてやってられない︕ 

みたいな意⾒を聞いたりします。しかし、果たして本当にそうでしょうか︖ 

むしろ、テスト⾃動化をしていないとしても、テスト設計を⾏うことで、 

全体のテスト⼯数を削減することができるはずです。 

 

■今回の WACATE で得られること 

今回の WACATE では、軽量な開発⼿法でも、テスト設計やテストの考え⽅が 

⼤事であると実感できるセッションが多いかなと考えています。 

 

デシジョンテーブルのセッションでは、ただ単に仕様を表現するためではなく、 

より少ないパターンでテストをすることに繋げる感覚を得られるはずです。 

探索的テストのセッションでは、ただ闇雲にアプリを触るのではなく、 

考えながらアプリをテストする感覚を得られるはずです。 

テストケースの書式についてのセッションでは、少ない⼯数で 

より効率的にテストケースを書くやり⽅を考えられるはずです。 

 

ということで、軽量な開発をしている⽅も、重厚な開発をしている⽅も 

ご参加をお待ちしております︕ 


